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１． はじめに 

河川の自然再生事業の第一段階は，目標と現在の河

川の乖離を認識することであり，目標設定の 1 つとし

て過去の河川の姿があげられる．しかし，過去の河川

を知る事は困難である．そこで河川を本来の物理的・

化学的な環境特性により類型化 1)し，類似度の高い河

川間における魚種数の比較により，人為的改変が生態

系に与えた影響を評価する． 

本研究では沖縄本島二級河川本流を対象とし，河川

を本来の物理的・化学的な環境特性により同質的な河

川のグループ化を行う．この上でグループ内の河川に

おける在来種・外来種の種数を比較することにより人

為的影響等を考察する． 

２． 河川の類型化 

 河川の物理的・化学的な環境の形成に影響を与える

主な要因として地形と地質があげられる．地形は河川

縦断形状と流域を規定し，前者は流速を規定し，後者

は河床材料を規定する．また地質は水質を規定すると

考えることも出来る．これらの組み合わせにより特徴

が異なる河川本来の物理的・化学的な環境が形成され

ると考える． 

河川本来の物理的・化学的な環境を表す指標として

流域面積，河川延長，標高差，河川縦断形状，流域の

土壌分類を用いて主成分分析を行い，主成分と主成分

得点を求め，固有値が 1 以上の主成分を用いてクラス

ター分析を行うことにより類型化を行う．なお，類似

度はユークリッド距離で定義し，ウォード法を用いた．

標高差は河川の最上流端の標高と最下流端の標高の差

である．標高は国土基盤地図情報の 10ｍメッシュデー

タから算出した．河川縦断形状は河川を 100ｍごとに

区切り，各地点の標高を算出し式(1)で求める．  
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J：ジニ係数，y：各地点 iの標高/最上流端の標高，k：

河川を 100m ごとに区切った数 

流域の土壌分類は 20 万分の 1 シームレス土地保全

図から，土壌流出が起こりやすい国頭マージと TP を

多く含む島尻マージがそれぞれ流域に占める割合を用

いる 2)． 

先に示した 6 つの指標を用いて主成分分析を行った

結果を図1と図2に示す．第一主成分は土壌分類，第

二主成分は河川の大きさ，第三主成分は河川縦断形状

により特徴づけられ，第三主成分までで 84%の情報が

集約されている．第三主成分までの主成分得点を用い

てクラスター分析を行った結果，図3に示す 4 つに分

類された．なお，図 1～図 3 の各河川の色は，各グル

ープを表し，その概要を表1に示す． 

 

図1 主成分分析結果 1 

 

図2 主成分分析結果 2 



 

 

 

 

 

３．魚類による考察 

嶋津の調査 3)による各河川の出現魚類数を示した図

4 より，島尻マージが流域土壌に占める割合が多いグ

ループ 1 とグループ 2 の一部で外来種が占める割合が

多い傾向がみられる．このことより TP が外来種の定

着を助長していることが推察される．また河口で河床

勾配が大きいグループ 4 が他のグループに比べて外来

種数が少ないことから流れの速い場所で定着できる外

来種が少ないと考えられる． 

 次に同一類型の中で類似度が高いにもかかわらず，

現在の魚種数が異なる牧港川と報得川の現在の河川環

境を表2に示す．在来種数の少ない報得川では，牧港

川に比べて濁度，TN，TP が高く，河川構造物数，流

域に農用地が占める割合が多い傾向を示し，これらが

在来種の生息を阻害していると推察される． 

４．まとめ 

 沖縄本島の二級河川の本流について，河川本来の物

理的・化学的な環境での類型化を行った結果 4 つに分

類された．河川の現在の出現魚種数をグループごとに

比較すると TP を多く含む島尻マージが流域土壌に占

める割合が多いグループで外来種が多い傾向があるこ

とから，TP が外来種の定着を助長していると推察され

た．また河口で河床勾配が大きいグループが，上流で

河床勾配が大きいグループに比べて外来種数が少ない

ことより，流れの速い場所で定着できる外来種が少な

いことが推察された． 

 類似度が高いにもかかわらず，現在の魚種数が異な

る河川を比較すると外来種の多い河川で濁度，TN，TP

が高く，河川構造物数，流域に農用地が占める割合が

多い傾向を示したことから，これらが在来種の生息を

阻害していると推察された． 
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表1 河川類型 

 

流域面積・河川延長 標高差 河川縦断形状 土壌 主な分布
1 中小 小さい 上流で河床勾配が大きい 島尻マージ 南部

2 大中 大きい 河床勾配が一定 両方 全域

3 中小 大きい 上流で河床勾配が大きい 国頭マージ 北部

4 中小 両方 河口付近で河床勾配が大きい 国頭マージ 北部

グループ
特徴

 

図3 対象河川の類型化 

 

図4 各河川の出現魚類数 

表2 牧港川と報得川の現在の河川環境 

 

DO 濁度 TN TP 河川構造物数 流域人口（人）

牧港川 8.1 6.5 3.15 0.825 5 50174

報得川 4.65 17.1 12.87 1.492 13 27443

宅地 農用地 森林地 道路 基地 その他

牧港川 48.9 16.5 15.5 12.4 0 6.6

報得川 18.9 51.6 11.8 8.7 0.9 8.2

各土地利用形態が流域に占める割合

グループ1 

グループ2 

グループ3 

グループ4 
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